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1

　さいたま市内に文化歴史の知の
集積拠点はあるが、農と自然の知
の集積拠点がないので、見沼田ん
ぼをみても「ただ畑が広がってい
るだけ」「端っこの方に雑木林が
ある」というぐらいにしか見えな
いのが大変残念である。こうした
場所の知識を入手できるよう整備
してもらいたい。

― 1

　情報収集の拠点として、自然情
報に関しては南部浄化センター内
に併設している「みぬま見聞館」
があり、農業に関しては、P.37に
記載している「農業交流施設の整
備」により、整備を進めてまいり
ます。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

2

　芝川小学校の南東側に公園を整
備する計画があるが、墓地公園と
して整備してはどうか。墓地公園
であれば、避難場所としテントを
張るのは容易であり、納骨堂など
工夫すると屋内退避所として活用
できると思う。

31
(34)

1

担当課に情報提供させていただき
ます。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

3

　サイクリングマップはとてもい
いと思う。見沼田んぼは広いの
で、公共交通機関の駅、停留所な
どの近くにレンタル自転車を置い
て、そのマップもつけてほしいと
思います。

44
(50)

1

　現在シェアサイクルとして市内
に公民合わせ３４０か所以上のサ
イクルポートが整備されていま
す。また、サイクリングマップ
は、区役所情報公開コーナー、コ
ミュニティセンター、支所などで
配布しております。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

4

　所有者の高齢化等で荒れてし
まっているところは、若者等と仲
介するなどして農業をはじめとし
た整備につなげてほしいです。

― 1

　遊休農地の解消については、
P.30の農業支援策の策定、P.35～
P.36の農業政策により、農地の適
正管理を推進してまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

5

　所々で使われている「グリーン
インフラ」という言葉について、
これまで「グリーンインフラ」と
いう言葉がなかった時でも、見沼
田田圃の緑の管理や活用は市民の
活動などで維持されてきたと思い
ますが、今、「グリーンインフ
ラ」という新しい言葉を見沼田圃
のアクションプランで使用する必
要性について説明したほうがいい
と思います。

21
(24)

1

　P.21「グリーンインフラの推
進」において、グリーンインフラ
の考え方をまとめ、見沼田圃にお
ける必要性について説明させてい
ただきました。
　見沼田圃において新たにグリー
ンインフラとしての位置づけを行
い、市民活動団体の取り組みを推
進したいと考えております。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

6

３月２９日午後、見沼代用水東縁
の丼橋近辺で、堤防遊歩道沿いの
ケヤキと思われる２－３本の大木
を、業者（外国人の作業員数名）
が伐採しているのを目撃しまし
た。緑道沿いの樹木（しかも大
木）を伐採するなどもってのほか
です。実効性ある緑のマスタープ
ランであることを念じます。な
お、作業員に問いただしたとこ
ろ、市の許可を得ての仕事と説明
していました。

― 1

施設維持管理など、やむを得ぬ伐
採等がございますが、景観に配慮
した維持管理を行ってまいりま
す。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

7

見沼の景観は素晴らしいと思いま
すが、浦和・南浦和・武蔵浦和か
らだと実際以上の距離感を感じま
す。越ケ谷バイパスに自転車専用
道を整備するなどして、上記浦和
周辺エリアからの自転車による移
動を促進してはどうかと思いま
す。

― 1

自転車専用道の整備については、
担当課に情報提供させていただき
ます。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

さいたま市見沼田圃基本計画アクションプラン（令和４年度～令和８年度）（素案）
パブリックコメント意見募集の結果

※該当するページの（　）内の数字は、完成版のアクションプランのページ数になります。　写真の追加等のレイアウトの
変更のため、素案と完成版ではページ数が異なります。
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8

広大な地域ですが、たとえば調整
池側では、大宮公園側を意識する
掲示等が少ない?ように思いま
す。一体感のある掲示等の運営、
中学校・高校も含めた学校教育へ
の折り込みを願います。

― 1

P.43「案内サインの整備」におい
て、アクセス性や回遊性向上のた
め、案内板等の整備を行います。
また、見沼田圃の全体的なＰＲに
ついて、取り組んでまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

9

地域の歴史を広く知ってもらうこ
とは大切なことと思います。ま
た、散策などの機会には地域の歴
史等の解説ボランティア的な活動
も取り入れてはいかがでしょう
か。

― 1

見沼田圃の歴史や文化を知っても
らうことは見沼田圃の魅力発信の
ためには大切なことと考えており
ます。既に見沼田圃において解説
ボランティアの活動なども行われ
ており、今後充実させていきたい
と考えております。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

10

県立浦和西高校の元保護者で作っ
た「ニシハライド」という合唱団
西高斜面林友の会という見沼田ん
ぼの保護活動と関わり深い団体か
ら見沼田んぼの歌があるが、風化
しているのでぜひニシハライドで
復活させて欲しいという依頼を受
け、私どもの指揮指導者とピアニ
ストが古いカセットテープの音源
から楽譜を起こしました。「見沼
讃歌」という楽曲です。歌詞に歌
われている見沼田んぼの四季・情
景は、今も変わらない私たちの故
郷そのものです。見沼田んぼの存
在を皆さんに知って、大切にして
いってもらえるのに、この曲が何
かお役に立てないかと思い、意見
として寄せさせていただきまし
た。歌の背景に移り変わる見沼の
四季を見られる動画がありますの
で、よろしかったらご覧になって
ください。https://nishiha-
ride.crayonsite.net/合唱団の
ホームページです。2ページ目の
下あたりに、「見沼讃歌」を記載
しております。

― 1

見沼田圃には「案山子」などの童
謡もあり、今後「見沼讃歌」も含
めた見沼田圃の魅力発信に取り組
んでまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

11

　見沼田圃の魅力を市民だけでな
く埼玉県内や県外、更には海外の
人にも積極的にアピールすべく整
備・開発・運用していただきた
い。

― 1

１．情報発信については、更に強
化していきたいと考えており、市
外への見沼田圃の魅力発信に取り
組んでまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

12

　見沼田圃を整備・開発し既存の
公園・緑地とも一元的に運営管理
して「自然公園都市化」を目指
し、国内外の多くの人が訪れたい
と思える魅力的な都市にすべき。
例えば「自然動物植物公園」、
「スポーツ公園」「市民農園」
「見沼通船掘の再開」（観光舟の
運用）など。可能であればテーマ
パークのノウハウ豊富な民間業者
に参入してもらい「ユニバーサル
ジャパン大阪」や「ハウステンボ
ス長崎」など大型テーマパークの
開設が望ましいと考えます。

― 1

　見沼田圃は主に保水浸透機能の
観点から土地利用が制限されてき
ました。一方で、土地の活用・創
造もあわせて推進するためこのア
クションプランを作成し、公園の
整備などを進めております。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

※該当するページの（　）内の数字は、完成版のアクションプランのページ数になります。　写真の追加等のレイアウトの
変更のため、素案と完成版ではページ数が異なります。
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13

　整備・開発された「見沼田圃」
を 県内外や海外の人が訪れてみ
たいと思えるような分かりやすく
魅力的なネーミングにするよう希
望します。「見沼田圃」よりも
「さいたま自然公園」とか「自然
ふれあいパーク」と呼んだ方が良
いと思います。

― 1

　見沼田圃という名称は、長年、
地域の人々が伝えてきた愛着のあ
る名称と考えております。より多
くの方に親しんでもらえるよう魅
力発信に取り組んでまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

14

　桜を柱とした環境整備に興味を
持っており、アクションプランと
して、さらに具体的な行動計画を
策定願いたい。例えば、年間１０
００本の植樹を行うなど、桜の名
所として圧倒的に他を引き離す本
数を目指したらどうでしょうか。

― 1

　桜回廊内の桜の本数は、市管理
樹木だけでも約2000本あり、植栽
場所も少なくなっています。今後
は、主に、桜回廊の延長から地域
資源の活用に重点を置きたいと考
えております。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

15

　見沼田んぼは、まじかで国鳥で
ある「雉」を目にすることのでき
る貴重な場所です。もっとアピー
ル、保護の対象としたらいかがで
しょうか。

― 1

　見沼田圃では雉のほかにも多く
の野鳥が生息し、飛来し、見沼田
圃の魅力の一つです。ご意見につ
いては、担当課に情報提供させて
いただきます。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

16

地球温暖化の進行により、大規模
洪水の発生が懸念される状況にあ
る今日、見沼田んぼの流水抑制機
能が果たすべき役割は非常に大き
い。その観点から、第３章２．
（３）①において、グリーンイン
フラポテンシャルの調査研究につ
いての事業計画の中で「施策の検
討、立案」を書き込むことが不可
欠であると考えます。避難民の収
容能力の現状の明確化、今後の避
難民対応への取り組みの検討も行
う必要があると考えます。

26
(30)

1

市民プロジェクト１「グリーンイ
ンフラ推進プロジェクト」では、
見沼田圃のグリーンインフラに関
する項目を数値化し、新たな施策
の策定につなげることを目的とし
ています。
　施策の立案については、事業計
画（工程表）の「活用に関する研
究・検討」として示しております
が、分かりやすいよう標記を修正
します。
　なお、施策の検討にあたって
は、防災の取り組みを含め検討し
てまいります。

P.26／事業計画
（工程表）のグ
リーンインフラポ
テンシャル調査・
研究のＲ７の記載
を「施策の検討、
立案」に修正し、
Ｒ８の記載を、
「施策の実施」に
修正します。

17

　情報発信についてTwitterなど
のSNSやYouTubeにアップする等直
接的に来訪するであろう人に発信
したり、訪れてみたくなるような
動画をあげることがより効果的と
考えます。サイクリング関係の団
体や、ウォーキング関係団体など
に情報拡散を期待することも必要
かと思います。

― 1

　情報発信については、更に強化
していきたいと考えております。
TwitterなどのSNSやYouTubeなど
を活用した情報発信を行ってお
り、今後も充実させていく予定で
す。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

18

見沼田圃の保全を、観光収入から
の収益等で賄うのは困難と考えて
いる。市の予算やクラウドファン
ディンクﾞなどを活用し、維持管
理費用を確保する必要があると考
える。

― 1

見沼関連事業に関する予算の確保
については、市の財源の他、様々
な手法について検討してまいりま
す。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

19

治水について調整池の整備は周辺
関係エリアへの災害対策として必
要と考えます。池ができれば水鳥
等の野鳥が飛来棲息したり、水生
生物植物が棲息したりという生物
個数の拡大も期待できます。池の
周囲を自然観察の遊歩道として整
備して頂けば持続的に自然環境を
味わえる施設とできると考えま
す。県、川口市との調整で災害対
策と自然環境保護の両立を推し進
めていって頂きたいです。

― 1

　調整池の整備については、埼玉
県の事業となっております。現
在、芝川第一調整の整備を行って
おります。ご意見については、埼
玉県の担当課に情報提供させてい
ただきます。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

※該当するページの（　）内の数字は、完成版のアクションプランのページ数になります。　写真の追加等のレイアウトの
変更のため、素案と完成版ではページ数が異なります。
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20

　本計画は、脱炭素社会に向けて
も貢献・関連するものだと思いま
す。「脱炭素社会」に関する記載
は、P22に一部ありますが、P23の
施策体系の中など、全体を通し
て、あまり反映されていないよう
に感じますので、グリーンインフ
ラを通じた効果や関連性など記載
いただいても良いのかと思いま
す。

29
(32)

1

市民プロジェクト３「見沼田圃生
物多様性プロジェクト」は、さい
たま市のゼロカーボンシティ実現
に向けた共創推進に関する連携協
定事業と連携して実施していきた
いと考えております。また、事業
展開においてはグリーンインフラ
の効果なども十分意識した取組と
していく予定となっております。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

21

見沼田圃の今後のあり方として、
農家レストランを増やし、「食」
を通した農業への理解促進も必要
と考えます。また市内小学校の給
食に地元野菜などを積極的に採用
して、地産地消を進めてはどうで
しょうか。

― 1

P.37の地産地消の推進事業とし
て、地場農産物を活用した新規加
工品の開発支援や農業交流施設の
整備などを行うほか、学校教育に
おける食育事業では地場産物の活
用に取り組んでいます。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

22

p.2アクションプラン（AP）の位
置付け（図）：「2030…まちプラ
ン」を見据えていますが、2028年
に見沼田んぼ開墾300周年を迎え
ます。見沼田圃A.P.作成の理念に
は、この300周年に向けた活動企
画・検討であることを含むべきで
はないでしょうか。

2
(2)

1

　見沼田圃開墾３００周年につい
ては、本アクションプランにおい
ては、事業期間外となるため掲載
は見送りますが、３００周年に向
けた企画検討をしてまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

23

p.8④一行目「見沼田んぼの歴史
や大宮氷川神社」に「氷川女体神
社」を加えるべきでは。見沼田圃
や竜神伝説を語るには女体神社は
欠かせません。また、室町時代ま
ではこちらが「武蔵一之宮」だっ
たのではないか、との説もあり、
北条義時奉納の国重要文化財もあ
ります。

8
(10)

1

　P.8の記載については、アク
ションプランの上位計画である見
沼田圃基本計画に記載されている
内容です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

24

p.10③新都心東エリアにつき、高
速道路高架下のビオトープ利用な
どの検討を盛り込むべきでは。

10
(12)

1

　P.10の記載については、アク
ションプランの上位計画である見
沼田圃基本計画に記載されている
内容です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

25

p.20④SDGsアクション、12/13に
つき、ゴミ処理負荷低減と自然再
生肥料を目的としたコンポスト利
用の促進の検討を盛り込んでは如
何か、と考えます。

20
(23)

1

　ゴミ処理負荷低減と自然再生肥
料を目的としたコンポスト利用の
促進、ご意見を担当課に情報提供
させていただきます。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

26

　今回の3期目プランを策定する
にあたり、1期目・2期目の決算額
と3期目の予算計画の記載が必要
と考えます。 ― 1

　事業費はプラン進捗管理におい
て重要と考えております。当プラ
ンでは、毎年、当該年度の目標設
定及び進捗状況の報告を行ってお
りますが、その際に、当該年度の
予算額、前年度の決算額を提示し
ていく予定です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

27

　30ページ目に記載されている
「44の分野」と「重点的・優先的
36事業」と記載されています。36
事業は巻末に記載されています
が、44分野も記載すべきかと思い
ます。また、「再掲」はどのよう
な意味ですか。

30
(33)

1

　44の分野別とは、P.24の【分野
別施策】に記載されている項目の
こととなります。また、「再掲」
については、複数の重点的・優先
的に取り組む施策に記載されてい
る事業で、2回目からの掲載部分
について「再掲」と表示させてい
ただいております。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

※該当するページの（　）内の数字は、完成版のアクションプランのページ数になります。　写真の追加等のレイアウトの
変更のため、素案と完成版ではページ数が異なります。
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28

　桜回廊について、回廊として途
切れている箇所が東縁、西縁とも
に数か所あります。２０ｋｍの回
廊を期待して来ている人にとって
誇大広告と映らないでしょうか。
また、代用水沿いの柵が未だに金
網の所が多く、折角の桜の景観が
削がれています。金網柵は撤去・
交換をすべきと思います。景観を
損なうポスターや看板はサイズを
小さくするするとかの工夫をさせ
るべきと考えます。桜並木の対岸
にある緑地から伸びた大木が桜並
木にあたっている箇所が見られま
す。斜面林などの管理が不足して
いるように見受けます。

― 1

桜回廊の延長、景観に配慮した屋
外広告や設備の設置、斜面林など
の管理について、桜回廊の保全活
用には多くの課題があると考えて
おります。一つ一つ課題を解決
し、見沼田圃の誇れる資産となる
よう取り組んでまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

29

　さいたまセントラルパークにテ
ニスコートを作ってください。現
在市内の公営のテニスコートだけ
大幅に不足しています。

― 1

セントラルパークの整備に関する
ご意見として、担当課へ情報提供
させていただきます。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

30

　重点的優先的に取り組む施策
（３）農について、掲げられた１
２の事業は、見沼田圃だけではな
く、市全体の問題と考える。見沼
田圃基本計画アクションプランだ
けに掲げるのは、行政の公平性か
ら見て問題視されると考えます。

35～38
(40)(44)

1

　当アクションプランに掲載され
ている農業政策は、農業振興ビ
ジョンにも掲載されている事業で
す。重点的・優先的に取り組む施
策は、各所管課所の事業と位置付
けられている事業のうち、見沼田
圃部分を含む又は抽出して掲載し
ているものです。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

31

　土地利用の実態や方向性を示す
ゾーニング図の見直しが必要。素
案の7つのエリアでは施策をどう
組み立て、展開していくのかわか
りにくい。特に、⑤、⑥のエリア
では、水田の保全と今後水田を増
やすことを明記すべきだ。

９～11
(11)(13)

1

　ゾーニングの定義については、
上位計画である見沼田圃基本計画
に記載されている内容です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

32

　環境教育は、みぬま見聞館で熱
心に取り組まれていると感じた
が、更に見沼田んぼ全体で展開す
る必要がある。高速道路わきのビ
オトープや小学校で取り組んでい
るハンノキプロジェクトを先導的
なプロジェクトととして育ててい
くことが望ましい。

24
(28)

1

市民プロジェクトは、地区分野横
断的に取り組む事業として位置付
けています。環境教育について
は、重点的・優先的施策の取り組
みだけではなく、市民プロジェク
トとの中でも取り入れられる部分
は取り入れていきたいと考えてお
ります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

33

　見沼田圃生物多様性プロジェク
トについて、見沼田んぼでは様々
な形態の市民農園や個人の菜園が
営まれているが、景観に配慮した
ものが望ましい。見沼田圃の景観
づくりに取り組むべき。また、先
導的な活動をしている市民団体と
活動を活かし、総合的な調査をし
て、真の「市民プロジェクト」を
構築すべきだ。

29
(32)

1

　市民プロジェクト３「見沼田圃
生物多様性プロジェクト」では、
先導的な取り組みをしている市民
団体等と連携して実施していく予
定です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

34

　見沼散策の拠点整備について、
ベンチの設置は評価できる取り組
みだが、景観に配慮すべき。それ
ぞれの場所の特徴を活かして景観
という総合的な視点、場の形成に
貢献できる取り組みとして展開さ
せる必要がある。
また、休憩施設には老朽化してい
るものも多いので、早急な対応が
必要である。

33.42
(37)(49)

1

　見沼散策の拠点整備について
は、景観に配慮した事業を実施し
てまいります。また、利用者の安
全性を考慮し、老朽化した施設の
撤去更新も実施いたします。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

※該当するページの（　）内の数字は、完成版のアクションプランのページ数になります。　写真の追加等のレイアウトの
変更のため、素案と完成版ではページ数が異なります。
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35

　見沼田圃基本計画アクションプ
ランの素案を拝見した感想です
が、取組の内容がわからないもの
があります。P.31のⅢ（ア）の
「見沼代用水管理用通路の安全な
歩行空間の確保」では、実証実験
を行うとありますが、具体的には
どのような取組をする予定です
か？以前から、桜並木の歩車分離
は進めたほうがいいと思っていま
した。具体的な案があれば掲載し
てほしいと思います。
　また、市民プロジェクト以降の
ページに写真や図が少ないので、
もっと写真があったほうが理解し
やすいと思います。ぜひお願いし
ます。

31
(34)

1

安全な歩行空間の確保について
は、本来、見沼代用水の管理用通
路であり、生活用道路としても利
用されている桜回廊を全面的に車
両通行を禁止することは困難であ
ることから、歩車分離の誘導サイ
ンの表示などを検討していきま
す。
　また、写真等の掲載について
は、できる限り掲載します。

写真の追加掲載を
検討します。

36

　本市における見沼田圃の役割と
しているが、さいたま市の各計画
を掲載しているのみで見沼田圃そ
のものの役割が何も記載されてい
ない。見沼田圃が現在どのような
機能を持っているのかを明確に記
載する。その上でそれらの機能を
拡充する項目を選定すべき。ま
た、さいたま市は昨年「水と生き
ものプラン」を策定しているが、
見沼田圃における具体的なアク
ションプランを設定すべきではな
いか。

15～18
(18)(21)

1

　P.15～P.18は、見沼田圃が市の
重要計画に位置付けられているこ
とを示し、まちづくり、環境、農
業など多様な分野において重要で
あることを示しています。
　見沼田圃の機能の明確化及び機
能拡充につきましては、市民プロ
ジェクト１「グリーンインフラ推
進プロジェクト」において、見沼
田圃の機能を明確化し、施策展開
につなげていきたいと考えており
ます。
 また、水と生きものプランにお
ける見沼田圃のプラン策定に関す
るご意見については、担当課に情
報提供させていただきます。

目次及びP.15の
「１．本市におけ
る見沼田圃の役
割」の表現を、
「１．本市におけ
る見沼田圃の位置
づけ」に修正。

37

　P.17現行の緑の基本計画は単に
緑の面積だけを指標としている
が、さいたま市において「水と生
き物プラン」作成により生物の多
様性が重要視されたので、単に緑
ではなく、生物の多様性の概念を
組み込んだグリーンインフラを図
るべき。

17
(20)

1

市民プロジェクト３「見沼田圃生
物多様性プロジェクト」では、グ
リーンインフラの概念を組み込ん
だ、自然共生型社会の実現の枠組
み作りに取り組む予定となってお
ります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

38

　P20　資産の活用や利用に重点
が置かれ、見沼田圃が保有する資
産価値の回復や増加に関する記載
が著しく少ない。一般的に施設を
利用するということは、消費行為
であるので、消費に見合う生産を
見沼田圃内で行う必要がある。す
なわち見沼田んぼの資産価値を数
値化し、その数値を年々向上させ
るようなアクションプランの作成
が求められる。

20
(23)

1

　市民プロジェクト１「グリーン
インフラ推進プロジェクト」で
は、グリーンインフラに関する項
目を数値化し、新たな施策の策定
につなげることを目的としていま
す。調査結果を受けた持続可能性
に配慮した施策の立案に取り組む
予定です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

※該当するページの（　）内の数字は、完成版のアクションプランのページ数になります。　写真の追加等のレイアウトの
変更のため、素案と完成版ではページ数が異なります。
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39

P21　(2)グリーンインフラの推進
10行目から見沼田圃は治水機能を
維持するために農業生産の場とし
て保全されてきた。との記述があ
るが、多くの農地等が嵩上げされ
た現在の治水機能は、どのレベル
であるのかを数値で明確にし、こ
の治水機能を損なわないように又
はさらなる治水機能の創出につい
て記載すべき。最終行の見沼田圃
の緑を活用した取り組みを推し進
めていく必要があるとしている
が、単に緑の活用と利用面のみ記
載されているので、どのような種
類の緑を増加させ、どのように利
用するのか目的別に記載すべきで
はないか。アクションプランなの
だから行動目標を明確にするため
数値を記載すべき。

21
(24)

1

P.21の記載では、新しい視点の概
要を示しております。市民プロ
ジェクト１「グリーンインフラ推
進プロジェクト」では、見沼田圃
が保有する様々な機能を数値化
し、調査結果から新たな施策の立
案に取り組むことになっておりま
す。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

40

P24　分野別施策
　土地利用の管理で荒れ地や耕作
放棄地などの環境管理の検討と
なっているが、生業としての農業
から見れば荒れ地や耕作放棄地で
あるが、生物多様性から考えれ
ば、これらの土地で大型哺乳類で
あるキツネなどが繁殖しているの
で、生物多様性から考えれば、繁
殖環境の維持が最低条件。

24
(28)

1

市民プロジェクト３「見沼田圃生
物多様性プロジェクト」では、見
沼田圃における自然共生型社会の
実現の枠組みづくりに取り組む予
定です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

41

P24　分野別施策
　防災施設の整備・機能強化につ
いて、治水施設の整備強化となっ
ているが、治水機能の維持を記載
すべき。農地などの嵩上げにより
見沼田圃内の治水機能は大きく損
なわれていることを明記し、維持
目標を定め維持すべき。

24
(28)

1

見沼田圃の保水浸透機能を維持す
るためには地権者等との連携した
取り組みが必要となります。市民
プロジェクト１「グリーンインフ
ラ推進プロジェクト」による調査
を行ってまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

42

P24　分野別施策
緑の概念と生物多様性の概念を分
けて記載すべき。自然環境のくく
りではなく、見沼田圃の生物多様
性をどのようにして維持又は、回
復させるのかを記載すべき。SDG
ｓの１５は緑でも自然環境でもな
く、陸上の生物多様性を課題にし
ている。

24
(28)

1

市民プロジェクト３「見沼田圃生
物多様性プロジェクト」では、見
沼田圃における自然共生型社会の
実現の枠組みづくりに取り組む予
定です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

43

P24　分野別施策
観光・交流については、生物多様
性の回復又は共存の概念を組み込
まないと持続可能な社会の実現性
は不可能。例えば日本一長い桜回
廊は観光面では良いが、生物の多
様性から考えれば、単一の樹木を
多数植えることは生物の多様性の
面から考えると、マイナスの施
策。1年のごく限られた期間のみ
の打ち上げ花火的な観光は、持続
性から考えれば、再考すべき。

24
(28)

1

市民プロジェクト３「見沼田圃生
物多様性プロジェクト」では、見
沼田圃における自然共生型社会の
実現の枠組みづくりに取り組む予
定です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

※該当するページの（　）内の数字は、完成版のアクションプランのページ数になります。　写真の追加等のレイアウトの
変更のため、素案と完成版ではページ数が異なります。
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44

P24　分野別施策
　遊歩道等の整備にあたっては、
在来の植物等生物多様性に十分配
慮して整備しないと、現在まで
残っている在来の植物群落を絶滅
させることになるので、環境調査
を十分行った上で整備する必要が
ある。現に桜回廊沿いには、見沼
田圃には自生していない園芸品種
が多数移植され、外来種対策とい
は矛盾する活動が行われており、
見沼田圃の生物多様性を著しく損
なった状況が生じている。道路は
整備することが目標ではなく、見
沼田圃の生物多様性を損なわな
い、或いは増加させるような整備
が目的であることを明記すべき。

24
(28)

1

市民プロジェクト３「見沼田圃生
物多様性プロジェクト」では、見
沼田圃における自然共生型社会の
実現の枠組みづくりに取り組む予
定です。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

45

P25　市民プロジェクト
　各プロジェクトの内容につい
て、概要の前段にプロジェクトの
目的を明確にする必要がある。

25
(29)

1

市民プロジェクトの目的について
は概要に記載しております。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

46

P29　見沼田圃地域における生物
多様性の現況について調査を行う
必要がある。その上で、各環境別
にその生物多様性の維持又は向上
手法の検討を行い、計画的に生物
の多様性を向上させる。

29
(32)

1

市民プロジェクト３「見沼田圃生
物多様性プロジェクト」では、見
沼田圃における現況調査を行い、
自然共生型社会の実現の枠組みづ
くりを行ってまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

47

総じて、開発計画や利用計画ばか
りで、肝心の治水機能の維持又は
工場や水と生き物プランの実施に
かかる生物多様性の向上に関する
重要事項が欠落している。斜面林
と水路、川と一体的な自然環境を
最大限活かし、都市近郊の農業生
産性を高め、多種多様な生物と共
存し、その環境を市民が将来的に
享受できるような総合的なアク
ションプランを望む。

― 1

市民プロジェクト３「見沼田圃生
物多様性プロジェクト」では、見
沼田圃における現況調査を行い、
自然共生型社会の実現の枠組みづ
くりを行ってまいります。

ご意見につきまし
て、今後の施策推
進の参考とさせて
いただきます。

■　集計結果

修 正 項 目 数 ３件

意 見 提 出 者 数 ２１名

意 見 項 目 数 ４７件

※該当するページの（　）内の数字は、完成版のアクションプランのページ数になります。　写真の追加等のレイアウトの
変更のため、素案と完成版ではページ数が異なります。
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